
 

 

 

仏教の思想を大学の理念と

する、四大学（駒大、立正

大、龍谷大、愛知学院大）の

硬式野球部が行う交流戦。 

 

           打安点 

（４）砂 川 ２１０ 

ＤＨ 山 口 ２００ 

（６）下 川 ４３０ 

（８）江 越 ２１２ 

（５）福山亮 ３００ 

ＰＨ 前 田 １００ 

５  巻 木 １００ 

（２）木 下 ４００ 

（７）齋 藤 ３２０ 

ＰＨ 清 水 １１２ 

７  小 川 ０００ 

（３）西村凌 ４１０ 

（９）伊 藤 ２１１ 

Ｈ９ 小 森 １１０ 

計 3011５ 

 

▽二塁打＝西村、江越、 

下川、清水 

 

     回 打安責 

○片山 ８ 27６０ 

  箱島 １ ４１０  

 

 駒 大 １１０ ００２ ０２２ ８ 

 龍谷大 ０００ ０００ ０００ ０  

 

初
回
に
江
越
大
賀(

法
３)

の
犠
飛
で
先
制
す
る
と
、
そ

の
後
も
着
実
に
加
点
し
８
得

点
を
奪
っ
た
。
投
げ
て
は
先

発
・
片
山
雄
貴(

経
３)

が
８

回
を
無
失
点
に
抑
え
る
好
投

を
見
せ
、
決
勝
進
出
を
果
た

し
た
。 

ラ
イ
を
打
た
せ
る
事
が

出
来
た
」
と
仕
上
が
り
の

良
さ
を
語
っ
た
。 

 

打
線
は
４
点
リ
ー
ド

の
８
回
表
、
２
死
二
、
三

塁
の
好
機
を
作
る
。
こ
の

場
面
で
代
打
の
清
水
洋

伸
（
国
３)

が
初
球
、
左

越
適
時
二
塁
打
を
放
ち

２
点
を
追
加
し
た
。
「
ス

ト
レ
ー
ト
の
初
球
を
狙

っ
て
い
た
。
上
手
い
事
い

っ
て
く
れ
た
」
と
興
奮
気

味
に
話
し
た
。 

投
打
が
噛
み
合
い
勝
利

し
た
初
戦
。
明
日
勝
っ
て

優
勝
と
な
る
か
。 

文
・
写
真
＝
山
本
春
煕 

 

 
【
右
】
８
回
を
好
投
し
た
片
山 

 

 

先
発
・
片
山
は
５
回
、
６
回

に
は
得
点
圏
に
走
者
を
置
く

が
粘
り
の
投
球
で
無
失
点
に

抑
え
る
。
続
く
７
、
８
回
は

三
者
凡
退
で
切
り
抜
け
た
。

「
調
子
は
良
く
な
か
っ
た
」

と
言
う
が
最
近
覚
え
た
カ
ー

ブ
が
冴
え
わ
た
っ
た
。
本
人

は
、「
カ
ー
ブ
は
力
み
な
く
投

げ
ら
れ
る
。
今
日
も
外
野
フ 

 

【
左
】
二
塁
打
を
放
っ
た
清
水 

 

’13 ８月 22日 

           打安点 

（４）砂 川 ４２０ 

Ｈ４  松 本 １００ 

（７）齋 藤 ５２０ 

（６）下 川 ４０１ 

Ｈ   林   １００ 

６   前 田 ０００ 

（８）江 越 ４１１ 

Ｈ８  小 川 ０００ 

（５）福山亮  ４２２ 

（２）木 下 ４００ 

２   岩 崎 １００ 

ＤＨ  永 山  ３１１ 

（９）西村凌  １１０ 

（３）篠 原 ３１３ 

      計 3810８ 

 

▽二塁打＝西村凌 

▽本塁打＝篠原仁 

 

     回 打安責 

○今 永 ６ 18３０ 

塚 田 １ ５１１ 

高 橋 ２ ８２１  

 

 駒 大 １００ ０８０ ０００ ９ 

 立正大 ０００ ０００ ０１１ ２ 

 

 

決
勝
戦
・
立
正
大
戦
は
東

都
リ
ー
グ
１
、
２
部
対
決
と

な
っ
た
。
１
部
校
と
し
て
負

け
ら
れ
な
い
戦
い
と
な
っ

た
。
結
果
、
打
線
が
つ
な
が

り
大
勝
、
先
発
・
今
永
昇
太

(

経
２)

も
好
投
し
、
５
大
会

ぶ
り
の
優
勝
と
な
っ
た
。
一

方
で
ミ
ス
で
の
失
点
。
笑
顔

で
の
優
勝
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。 

“
駒
大
打
線
”
が
爆
発
し
た
。

一
点
差
で
迎
え
た
５
回
、
ビ

ッ
ク
イ
ニ
ン
グ
が
待
っ
て
い

た
。
相
手
投
手
を
捉
え
る
と

怒
涛
の
連
打
、
野
選
や
失
策

も
含
み
５
得
点
、
そ
し
て
２

死
二
、
三
塁
に
は
篠
原
仁
一

朗(

商
１)

が
「
久
し
ぶ
り
の

感
覚
」
と
語
っ
た
大
学
第
一

号
と
な
る
右
方
向
へ
の
３
走

本
塁
打
が
飛
び
出
し
、
一
気

に
こ
の
回
８
得
点
、
試
合
を

決
定
づ
け
た
。
久
し
ぶ
り
の

ス
タ
メ
ン
、
し
か
し
前
２
打

席
は
凡
打
、
三
振
に
終
わ
っ 

た
。
一
巡
し
て
打
順
が
再
び

戻
っ
た
５
回
で
の
第
二
打 

席
、
悔
し
さ
を
晴
ら
す
渾
身

の
一
打
だ
っ
た
。 

 

し
か
し
点
差
を
離
し
た
７

回
、
失
策
で
出
塁
し
た
走
者

を
押
し
出
し
で
帰
し
て
し
ま

う
。
続
く
８
回
も
失
策
で
３

塁
ま
で
走
者
を
進
め
て
し
ま

い
、
ゴ
ロ
で
失
点
す
る
場
面

が
あ
る
な
ど
守
備
の
乱
れ
が

見
ら
れ
た
。
松
本
皐
兵
主
将

(

地
４)

は
「
終
盤
は
集
中
力

が
欠
け
て
し
ま
っ
た
」
と
厳

し
い
表
情
。
５
大
会
ぶ
り
の

優
勝
と
な
っ
た
が
課
題
の
残

る
一
戦
と
な
っ
た
。 

文
・
写
真
＝
五
十
嵐
秋
音 

 

 

 

【上】表彰状とトロフィーを受け

取る松本主将と村上浩一(経４)  

【右】本塁打を放った篠原仁 

 

  

優勝目指して頑

張ってください!! 

 

’13 ８月 21日 

春先２位の結果で今もいい流れできている。試合で強いしみ

んな仕事ができていて、意思をかんじる。今永はピンチでも完

全に勝負してくる。５勝しただけある。春は勝負どこで負けたの

で、春に足りなかったものをつめて、秋頑張ってほしい。 

 

駒大は懐かしい感じでした。みん

な頑張ってるなと感じた。チーム

には慣れてきた。春のリーグ戦は

チェックしてた。優勝出来ると思

っていたんですけど…秋は悔しい

気持ちをぶつけて欲しい。 


